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主な活動 

１．主にダウン症者等及びその家族で構成する、県内の地域の会との交流・連携 
２．ダウン症者等に関する社会的な啓発活動 
３．ダウン症者等及びその関係者への相談活動 
４．ダウン症者等の各種問題について、行政・関係諸機関への働き掛けに関する活動 
５．その他、会の目的を達成するために必要な活動 

活動の対象者 JDS（日本ダウン症協会）岡山支部 会員および、岡山県内在住のダウン症児 

助成活動名 災害時におけるコミュニケーションツールの確立と対処法の学習 

助成額      ７００,０００円 

実施内容 

目的 

障がいのある本人が社会の中で孤独になりがちな現在、余暇活動、社会参加へ
の必要性がうかがえる。そのためには、他者とのコミュニケーションは不可欠
であり、スムーズな他者との関係作りが必要である。ＩＣＴ機器の利用方法を
学童期から学ぶことで、他者とのやり取りへの安心感を育て、自身の可能性を
広げる。 
 

内容 

ICT 活用によるダウン症児のコミュニケーション能力の向上 
・実施期間 2019 年 4 月～ 2020 年 3 月 
・5 月 11 日(土) 岡山市立御南西公民館  10 名 
・8 月 25 日(土) ゆうあいセンター 6 名 
・1 月 12 日(土) ゆうあいセンター 10 名 
・２月 25 日(土) ゆうあいセンター 14 名 
・3 月 14 日(土) WEB 指導  

成果 

 5 月は、言葉の認識についての学習を保護者対象として行った。 
その後、アプリケーションの使用方法を学習すると同時に、ビジョントレーニ
ング（眼球を動かす筋肉、眼筋を鍛えることで両目を使って目標物を正確に捉
えたり、目からの情報を脳で処理して体を動かす運動機能を向上させる効果を
促すトレーニング）を中心とした本人のスキルアップを今期は行った。 
 自宅での使用方法と共に、集団の中で楽しみながら ICT 機器と触れ合うこと
ができた。 

今後の課題と対
応策 

初年度ということもあり、すべてにおいて手探りで行っていたため、事業を思うように
進めることができなかった。定期的な実施ができるようになったにもかかわらず、新型コ
ロナウイルスの流行により集団での活動が中止となってしまった。集団で同じことを取り
組む達成感を感じていただけに大変に残念であった。 
 今後は、人との距離を考えていく時代に向けて、WEB を活用して会員が取り組みやすい
仕組み、気持ちを伝えるためにどのようなアプリケーションが有効であるかを考えてい
く。 



参加者・利用者
の感想など 

・子どもだけでなく、大人も楽しんで参加することができました。 
・眼球を動かすビジョントレーニングをすることで，文章を読むときに正確に読めるよう
になったり，書くときも書き順を意識して正しく書けるようになった。 
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